
 

・ インターネットから入手したファイルには実行に保護がかけられています。 

ダウンロードしたファイルをデスクトップか Temp フォルダに移動し、解凍します。次に実行ファイル・インストールフ

ァイルのプロパティでセキュリティを 許可する にチェックを入れます。 

   

 

・ インストールプログラムを実行すると SmartScreenによる保護が発生しますので回避します。 

  
保護された画面で詳細情報をクリックし実行をクリック。 

 

・ ログインアカウントに管理者またはパワーユーザーなどの権限が無い場合はアプリケーションのインストールがで

きても実際には動作しない場合があります、インストールには管理者権限が必要です。 

・ アンチウイルスが制限をしている場合はアンチウイルスアプリ・サービスの一時停止が必要なことがあります。 

・ PCが社内イントラネット(ドメイン)に参加している場合にアプリインストールが禁止されていることがあります、 

PCの管理者に禁止情報を確認してみてください。USB メモリを認識しない場合も同様です。 

・ アプリケーションがインストールされるフォルダはログインしているユーザーの仮想フォルダが標準です。 

インストール先がローカルディスク(C:):\Program Filesの場合に実体は以下になります。 

ローカルディスク(C:)\ユーザー\[ログインユーザー]\AppData\Local\VirtualStore\Program Files 
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Windows のアプリインストール時の OSによる保護の対応 


